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日
本
遺
族
会
は
五
月
二
十
一
日
、
靖
國
会
館
で
第
四
回
理
事
会
を
開
催
し
、
平
成
二

十
七
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
遺
族
処
遇
改
善
要
望
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
要
望
事

項
の
最
重
要
課
題
と
し
て
来
年
六
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
「
特
別
弔
慰
金
の
継
続
・

増
額
実
現
」
を
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
十
七
日
に
は
参
議
院
議
員
会
館
講
堂
に
全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
百
四
十

人
（
岡
山
県
か
ら
三
名
）
が
参
集
し
、「
特
別
弔
慰
金
継
続
・
増
額
実
現
」
全
国
戦
没
者

遺
族
代
表
者
会
議
を
開
催
。
会
議
終
了
後
、
国
会
陳
情
を
実
施
し
た
。

「特別弔慰金継続・増額実現」全国戦没者遺族代表者会議

平
成
27
年
度
遺
族
処
遇
最
重
要
課
題

特
別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
を
求
め

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
を
開
催

　

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
」
は
、
過

ぐ
る
大
戦
に
お
い
て
国
に
殉

じ
ら
れ
た
ご
英
霊
に
思
い
を

い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て

弔
意
の
意
を
表
す
た
め
支
給

さ
れ
る
も
の
で
、
公
務
扶
助

料
・
遺
族
年
金
等
の
受
給
者

が
い
な
い
遺
族
に
、
定
め
ら

れ
た
支
給
順
位
に
基
づ
い
て

支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
回
目
の
特
別
弔
慰
金

は
終
戦
二
十
周
年
の
昭
和
四

十
年
に
支
給
さ
れ
、
そ
の
後

十
年
毎
の
節
目
の
年
に
法
律

改
正
が
行
わ
れ
て
今
日
ま
で

継
続
・
増
額
さ
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
終
戦
六
十
周
年
の

第
八
回
特
別
弔
慰
金
（
額
面

四
十
万
円
、
十
年
国
債
）
と
、

特
例
的
な
第
九
回
特
別
弔
慰

金
（
額
面
二
十
四
万
円
、
六

年
国
債
）
が
支
給
さ
れ
て
い

る
が
、
来
年
六
月
十
五
日
に

そ
れ
ぞ
れ
が
最
終
償
還
を
迎

え
る
。

　

特
別
弔
慰
金
は
ご
英
霊
が

尊
い
命
を
国
に
捧
げ
た
最
後

の
証
で
あ
り
、
主
に
戦
没
者

の
兄
弟
姉
妹
、
子
（
遺
児
）

で
受
給
対
象
者
に
な
っ
て
い

る
。
戦
後
七
十
周
年
に
お
け

る
受
給
対
象
者
は
全
国
で
約

百
三
十
万
人
が
見
込
ま
れ
、

当
然
、
遺
族
会
会
員
の
多
数

が
受
給
対
象
者
と
な
る
こ
と

か
ら
、
正
に
遺
族
会
組
織
の

存
亡
を
か
け
た
運
動
と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
遺
族
会

で
は
七
月
二
十
三
日
に
東
京

都
内
で
開
催
す
る
「
日
本
遺

族
会
女
性
部
結
成
六
十
周
年

の
集
い
」
に
あ
わ
せ
て
国
会

陳
情
を
実
施
す
る
ほ
か
、
来

年
度
政
府
予
算
編
成
期
の
十

二
月
十
六
日
に
は
全
国
戦
没

者
遺
族
大
会
を
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
岡
山
県
に
お
い
て

も
全
国
大
会
前
の
十
一
月
十

五
日
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族

代
表
者
大
会
を
開
催
し
、
特

日本遺族会

別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
実

現
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
県
下
各
遺
族
会
に
お

い
て
も
、
地
元
選
出
国
会
議

員
諸
先
生
に
理
解
と
協
力
を

求
め
る
陳
情
運
動
を
お
願
い

し
た
い
。

　

な
お
、
平
成
二
十
七
年
度

政
府
予
算
に
対
す
る
遺
族
処

遇
改
善
要
望
事
項
は
一
〜
二

頁
、「
特
別
弔
慰
金
継
続
・
増

額
実
現
」
全
国
戦
没
者
遺
族

代
表
者
会
議
に
お
け
る
宣

言
、
決
議
は
三
頁
の
と
お
り

で
あ
る
。

要
望
事
項
の
大
綱

一
、�

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
の
改
善

二
、�

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
の
継
続
・
増
額

三
、�

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
の
充
実

四
、�

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
帰
還
事
業
等
の

拡
充
強
化

五
、�
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列

者
の
対
象
範
囲
等
の
拡
大
と
充
実

六
、�
海
外
等
に
散
逸
す
る
戦
没
者
遺
品
の

返
還
等

七
、�

国
内
に
お
け
る
民
間
建
立
慰
霊
碑
の

維
持
管
理
等
の
促
進

一�

、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
改
善

　

尊
い
一
命
を
国
家
に
捧
げ

た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

公
務
扶
助
料
等
は
、
他
の
公

的
年
金
と
は
性
格
を
異
に
す

る
も
の
で
、
あ
く
ま
で
も
国

家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改

定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
戦
没
者
遺
族
の
今
日
ま

で
の
歩
み
に
配
慮
し
、
高
齢

化
著
し
い
実
情
等
を
考
慮
さ

れ
、
公
務
扶
助
料
等
を
増
額

改
定
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
特
例
扶
助
料
等
の

支
給
率
拡
大
に
つ
い
て
は
、

よ
り
一
層
の
配
慮
を
お
願
い

い
た
し
た
い
。

二�

、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
継

続
・
増
額

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
は
、
平
成
二

十
七
年
六
月
十
五
日
に
最
終

償
還
を
迎
え
る
。

　

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者

等
の
遺
族
に
対
し
て
国
と
し

て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

る
た
め
に
終
戦
二
十
周
年
の

昭
和
四
十
年
に
制
度
が
で

き
、
以
後
、
終
戦
三
十
周
年
、

四
十
周
年
、
五
十
周
年
、
六

十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に

支
給
さ
れ
て
き
た
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七

年
は
終
戦
七
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
七

度
以
降
も
継
続
し
、
社
会
情

勢
に
見
合
っ
た
額
に
増
額
さ

れ
た
い
。�

三�

、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実

　

戦
没
者
の
遺
児
で
あ
れ
ば
、

誰
も
が
「
一
度
で
い
い
か
ら

父
親
等
の
戦
没
地
に
立
た
せ

て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
心
ゆ

く
ま
で
慰
霊
追
悼
を
さ
せ
て

欲
し
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
戦
没
者
遺
児
の

長
年
の
念
願
が
認
め
ら
れ
、

平
成
三
年
度
か
ら
本
会
が
国

よ
り
補
助
を
受
け
て
実
施
し

て
い
る
事
業
で
あ
り
、
戦
没

者
遺
児
へ
の
慰
藉
事
業
で
あ

る
。
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つ
い
て
は
、
戦
没
者
遺
児

と
一
心
同
体
で
歩
ん
で
き
た

配
偶
者
も
、
戦
没
者
遺
児
に

準
ず
る
形
で
一
緒
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。
更

に
は
、
参
加
者
の
高
齢
化
等

を
考
慮
し
、
付
き
添
い
者
の

参
加
も
認
め
る
な
ど
、
事
業

内
容
の
見
直
し
を
含
め
、
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度

は
じ
め
て
実
施
し
た
洋
上
慰

霊
に
つ
い
て
は
、
参
加
遺
族

か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お

り
、
参
加
出
来
な
か
っ
た
遺

族
か
ら
は
、
今
一
度
実
施
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
多

い
。
つ
い
て
は
、
終
戦
七
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
洋
上

慰
霊
の
実
施
を
強
く
お
願
い

い
た
し
た
い
。�

四�

、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
帰

還
事
業
等
の
拡
充
強
化�

⑴�　
戦
後
七
十
年
、
未
だ
海

外
等
に
は
多
く
の
遺
骨
が

残
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
、
硫
黄
島
に
お

い
て
は
遺
骨
収
容
事
業
に

多
額
の
予
算
が
投
入
さ

れ
、
大
々
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
つ
い
て
は
、
南

方
諸
地
域
に
つ
い
て
も
、

硫
黄
島
と
同
等
の
取
り
組

み
を
強
く
お
願
い
い
た
し

た
い
。

　

�　
ま
た
、
中
断
さ
れ
て
い

る
地
域
を
早
期
再
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵�　
海
外
の
民
間
建
立
慰
霊

碑
等
整
理
事
業
に
つ
い
て

も
、
国
と
し
て
引
き
続
き

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶�　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
は
、
海
外
の
日

本
政
府
建
立
の
戦
没
者
慰

霊
追
悼
施
設
に
参
拝
さ
れ

た
い
。

五�

、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

の
国
費
参
列
者
の
対
象
範

囲
等
の
拡
大
と
充
実�

⑴�　
終
戦
七
十
周
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
、
国
費
参

加
の
遺
族
代
表
者
を
増
員

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
更

に
、
対
象
範
囲
を
戦
没
者

の
曾
孫
、
甥
、
姪
ま
で
拡

大
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　
ま
た
、
戦
没
者
の
子
・

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
に
つ

い
て
は
、
夫
婦
で
の
参
列

要
件
を
緩
和
さ
れ
た
い
。

⑵�　
平
和
学
習
の
一
環
と
し

て
式
典
に
児
童
・
生
徒
の

参
列
を
促
し
、
平
和
を
願

う
詩
の
朗
読
等
を
行
う
な

ど
、
式
典
内
容
を
見
直
し

さ
れ
た
い
。

　

�　
ま
た
、
参
列
遺
族
の
高

齢
化
が
否
め
な
い
こ
と
か

ら
、
歩
行
で
の
移
動
が
不

自
由
な
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
特
段
の
配
慮
を
さ
れ

た
い
。

六�

、
海
外
等
に
散
逸
す
る
戦

没
者
遺
品
の
返
還
等�

⑴�　
先
の
大
戦
で
出
征
し
た

兵
士
に
対
し
、
武
運
長
久

を
願
っ
て
「
寄
せ
書
き
さ

れ
た
国
旗
な
ど
、
戦
没
者

の
遺
品
は
出
征
兵
士
と
家

族
を
繋
ぐ
唯
一
の
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
返
還
の
申

し
出
が
あ
っ
た
遺
品
で
遺

族
へ
の
返
還
が
可
能
と
思

わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
可
及
的
速
や
か
に
返

還
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
努

力
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵�　
内
外
の
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
戦
没
者
の
遺
品

（
寄
せ
書
き
さ
れ
た
国
旗
、

日
記
帳
、
手
帳
、
写
真
、

千
人
針
な
ど
）
が
売
買
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
戦
没

者
遺
族
に
と
っ
て
耐
え
難

い
こ
と
で
あ
る
。
直
ち
に

売
買
を
中
止
さ
せ
る
よ
う

特
段
の
努
力
を
お
願
い
し

た
い
。

⑶�　
国
内
外
か
ら
返
還
等
の

申
し
出
が
あ
る
個
人
所
有

の
遺
品
（
戦
利
品
）
等
で
、

引
取
り
手
が
判
明
し
な
い

こ
と
に
よ
り
管
理
に
苦
慮

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
的
機
関
で
の
保
存
等
が

可
能
と
な
る
よ
う
対
応
さ

れ
た
い
。�

七�

、
国
内
に
お
け
る
民
間
建

立
慰
霊
碑
の
維
持
管
理
等

の
促
進�

　

国
内
に
お
け
る
民
間
建
立

慰
霊
碑
の
維
持
管
理
調
査
に

伴
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

国
と
し
て
必
要
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

（
法
律
改
正
等
を
お
願
い
し

た
い
事
項
）

改
善
項
目

一
、
特
別
給
付
金
関
係�

　

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
は
昭
和
三
十
八

年
分
よ
り
、
戦
没
者
の
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
は

昭
和
四
十
二
年
分
よ
り
受
給

し
、
そ
の
償
還
が
終
了
し
た

時
点
に
お
い
て
継
続
さ
れ
た

特
別
給
付
金
を
請
求
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
遺
族

の
高
齢
化
を
考
慮
し
て
、
以

前
の
分
と
併
給
さ
れ
る
よ
う

措
置
さ
れ
た
い
。�

二
、
特
別
弔
慰
金
関
係�

⑴�　
公
務
扶
助
料
等
受
給
者

が
失
権
し
た
場
合
、
速
や

か
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
な
ど
制
度
を
改
正

さ
れ
た
い
。

⑵�　
戦
没
者
と
一
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
た
三
親

等
内
親
族
の
受
給
要
件
を

緩
和
さ
れ
た
い
。（
生
計
関

係
を
受
給
要
件
と
し
な
い
）

⑶�　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
と
共

に
、
裁
定
事
務
を
促
進
さ

れ
た
い
。

　
　
　
　
遺
　
　
　
　
　
書

陸
軍
中
尉　

阿　

部　

司　

郎　
　
　

昭
和
二
十
年
六
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

三
重
県
紀
伊
長
島
町
熊
野
灘
沖
合
に
て
戦
死

神
奈
川
県
相
模
原
市
上
鶴
間
出
身　
　
　
　

二
十
三
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
萬
歳

皇
國
永
遠
の
発
展
を
祈
り
奉
る
。

明
野
戦
闘
隊
、
皇
軍
戦
闘
隊
の
発
展
と
各
位
の
御
健
康
を
祈
る
。

同
期
生
各
位
の
健
康
と
発
展
を
祈
り
、
永
き
交
友
を
謝
す
。

両
親
宛

平
素
の
御
教
訓
に
遵し

た
が

ひ
、
司
郎
は
喜
び
て
皇
國
の
為
に
死
す
。
乞こ

う

安
心
。

生
存
中
は
直
接
何
等
の
孝
養
を
盡つ

く

し
得え

ざ
り
し
も
、
大
孝
の
道
に
死
し
た
る
は
、
御

両
親
様
も
満
足
の
事
と
拝
す
。

陛
下
の
御
為
、
國
の
為
、
不
用
な
る
我
が
身
が
御
役
に
立
ち
ま
す
こ
と
司
郎
最
大
の

嬉き
え
つ悦
を
感
じ
ま
す
。

七
生
報
國
の
覚
悟
な
れ
ば
、此
の
次
生
ま
れ
来
た
る
時
に
は
必
ず
膝し

っ
か下

に
参
ぜ
ん
。

祈
御
健
康
。

阿　

部　

司　

郎　
　

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
六
年
六
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

【戦後70周年】【戦後60周年】
第八回特別弔慰金国債

【戦後50周年】
第六回特別弔慰金国債【戦後40周年】

第四回特別弔慰金国債

特別弔慰金国債に号

【戦後30周年】
第二回特別弔慰金国債

第三回特別弔慰金国債 第五回特別弔慰金国債 第七回特別弔慰金国債 第九回特別弔慰金国債

【戦後20周年】
特別弔慰金国債

継続・増額を求
め運動を進める
特別弔慰金（受給
対象者約130万人）

額面40万円
10年償還

額面40万円
10年償還

額面30万円
10年償還

額面20万円
10年償還額面３万円

10年償還

額面３万円
10年償還 額面12万円

６年償還
額面18万円
６年償還

額面24万円
６年償還

額面24万円
６年償還

昭40� 昭50� 昭60� 平７� 平17� 平27
昭47� 昭54� 平元� 平11� 平21

これまでの特別弔慰金の支給
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全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議

（
六
月
十
七
日
／
参
議
院
議
員
会
館
）

宣
　
　
言

　

終
戦
七
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、
先
の
大
戦
の

記
憶
が
風
化
し
、
国
民
は
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

忘
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
世
界
各
地
で
は
未
だ
紛
争
が
絶
え

ず
、
罪
の
な
い
多
く
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　

二
十
一
世
紀
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
戦
没
者
遺
族
は
「
二
度

と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
遺
族
を

出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
点
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県連盟第４回理事会
（６月14日：県連盟大会議室）

　

英
霊
顕
彰
の
根
幹
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神
社
参

拝
は
、
平
成
十
八
年
八
月
以
降
途
絶
え
て
い
た
が
、
咋
年
十

二
月
二
十
六
日
、
安
倍
総
理
は
靖
國
神
社
に
参
拝
さ
れ
英
霊

に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
た
。
内
外
の
批
判
に
屈
す
る
こ
と

な
く
、
信
念
を
貫
か
れ
、
毅
然
と
し
て
参
拝
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
戦
没
者
遺
族
は
等
し
く
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
総

理
、
閣
僚
の
参
拝
が
定
着
化
す
る
よ
う
、
環
境
整
備
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
靖
國
神
社
は
、
戦
没
者
と
遺
族
を
繋
ぐ
我
が
国
唯

一
の
追
悼
施
設
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
昨
年
の
安
倍
総
理
の

靖
國
参
拝
以
降
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
与
党
内
か
ら
も
靖
國
神

社
に
代
わ
る
新
た
な
追
悼
施
設
の
建
設
に
向
け
、
真
剣
な
議

論
を
深
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に

遺
憾
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
政
府
・
国
会
等
の
動
向
を
注
視

し
、
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
新
設
構
想
が
再
燃
す
れ
ば
断

固
こ
れ
を
阻
止
す
る
。

　

一
方
、
一
命
を
国
家
に
捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
の
遺
族
に
対

す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改
善
し
、
戦
没

者
遺
族
に
報
い
る
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日
に
最
終
償
還
を
迎
え

る
特
別
弔
慰
金
は
、
過
ぐ
る
大
戦
に
お
い
て
公
務
の
た
め
に

国
に
殉
じ
ら
れ
た
英
霊
に
思
い
を
い
た
し
、
終
戦
二
十
周
年

の
昭
和
四
十
年
か
ら
、
十
年
毎
の
節
目
の
年
に
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

国
が
戦
没
者
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
い
う
証
で
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
増
額
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

更
に
は
、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充

実
、
終
戦
七
十
周
年
を
記
念
し
て
の
洋
上
慰
霊
の
実
施
、
遺

骨
収
集
帰
還
事
業
の
拡
充
強
化
等
々
、
戦
没
者
遺
族
に
対
す

る
諸
問
題
は
今
な
お
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
決
は
焦

眉
の
急
を
要
す
る
。

　

加
え
て
、
高
齢
化
著
し
い
本
会
の
組
織
を
後
世
代
に
し
っ

か
り
と
継
承
し
て
い
く
た
め
、
今
進
め
て
い
る
戦
没
者
の

孫
・
曾
孫
を
中
核
と
し
た
青
年
部
づ
く
り
に
一
層
の
努
力
を

傾
注
す
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
平
成
二
十
七
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
概

算
要
求
に
あ
た
り
、
こ
こ
に
全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議

を
開
催
し
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
こ
れ
ら
完
全
実
現
に

向
け
て
邁
進
す
る
。

　

右
宣
言
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
七
日

�����　

��������������

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議

決
　
　
議

　

本
日
こ
こ
に
「
特
別
弔
慰
金
継
続
・
増
額
実
現
」
全
国
戦

没
者
遺
族
代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
左
記

各
項
の
実
現
を
期
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、�

世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
戦
後

世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
。

一
、�

総
理
、閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
の
定
着
を
図
る
こ
と
。

一
、�

国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
新
設
構
想
は
、
断
固
阻
止
す

る
こ
と
。

一
、�

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念
に

基
づ
き
改
善
す
る
こ
と
。

一
、�

特
別
弔
慰
金
を
平
成
二
十
七
年
以
降
も
継
続
・
増
額
す

る
こ
と
。

一
、�

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
及
び
、
終
戦
七
十
周
年
記

念
洋
上
慰
霊
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
、�

遺
骨
収
集
帰
還
事
業
等
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

一
、�

組
織
の
強
化
・
存
続
を
図
る
た
め
、
孫
・
曾
孫
を
中
核

と
し
た
「
青
年
部
」
の
組
織
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

右
決
議
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
七
日

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
は
六
月

十
四
日
㈯
、
岡
山
市
中
区
奥

市
の
県
連
盟
大
会
議
室
で
第

四
回
理
事
会
を
開
催
し
、
新

法
人
に
移
行
し
た
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に

決
算
、
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
を
審
議
す
る
と

共
に
、
女
性
部
規
程
並
び
に

事
務
局
規
程
の
一
部
改
正
、

第
三
回
評
議
員
会
の
招
集
な

ど
を
諮
り
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
遺
族
連
合
会
の

役
員
交
代
や
逝
去
に
伴
う
本

連
盟
役
員
の
一
部
改
選
、
平

成
二
十
七
年
六
月
に
最
終
償

還
を
迎
え
る
特
別
弔
慰
金
の

継
続
・
増
額
を
中
心
と
し
た

平
成
二
十
七
年
度
政
府
予
算

に
対
す
る
遺
族
処
遇
改
善
要

望
事
項
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

な
お
、
第
三
回
評
議
員
会

は
六
月
二
十
八
日
㈯
、
県
連

盟
大
会
議
室
で
開
催
し
、
平

成
二
十
五
年
度
諸
会
計
決
算

や
役
員
の
一
部
改
選
な
ど
を

審
議
す
る
。

　
　
　
謹
　
哀
　
悼

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
評
議
員�

　

岡
山
市
南
遺
族
連
合
会
副
会
長

　
　
浅
沼
　
義
廣
　
氏

　
　
　

五
月
二
十
三
日
逝
去　

享
年
七
十
八
歳

　

前
岡
山
県
遺
族
連
盟
常
任
理
事�

　

前
倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
会
長

　
　
吉
岡
　
　
昇
　
氏

　
　
　

五
月
二
十
四
日
逝
去　

享
年
八
十
四
歳

　

元
岡
山
県
遺
族
連
盟
常
任
理
事
・
監
事�

　

前
和
気
郡
遺
族
連
合
会
会
長

　
　
森
　
　
雅
朝
　
氏

　
　
　

六
月
十
三
日
逝
去�

享
年
九
十
四
歳

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
会
員
一
同

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

平成25年度事業報告・決算
諸規程の一部改正などを審議

県連盟第四回理事会
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
六
年
六
月
行
事
表

３
日　

小
田
郡
矢
掛
町
戦
没
者
追
悼
式
（
や
か
げ
文
化
Ｃ
）

５
日　

日
遺
第
二
回
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
代
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

高
梁
市
川
上
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
い
さ
お
会
館
）

７
日　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
定
期
総
会
（
玉
野
総
合
福
祉
Ｃ
）

　
　
　

笠
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
（
笠
岡
市
民
会
館
）

11
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
評
議
員
会
（
鴨
方
町
内
）

13
日　

久
米
郡
美
咲
町
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
中
央
ふ
れ
あ
い
Ｃ
）

14
日　

県
連
盟
第
四
回
理
事
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

17
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
・
国
会
陳
情
（
東
京
都
内
）

19
日　

新
見
市
美
穀
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

久
米
郡
久
米
南
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
（
沖
縄
県
）

28
日　

県
連
盟
第
三
回
評
議
員
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

　
　
　

県
護
國
神
社
崇
敬
者
総
代
・
大
総
代
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

29
日　

岡
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
岡
山
市
民
会
館
）

平
成
二
十
六
年
七
月
行
事
表

２
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
運
営
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
常
務
理
事
会
（
い
さ
お
会
館
）

４
日　

浅
口
市
鴨
方
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

津
山
市
久
米
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

９
日　

赤
磐
市
戦
没
者
追
悼
式
（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
）

12
日　

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式
（
備
前
市
民
Ｃ
）

16
日　

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
方
面
）
一
泊

23
日　

日
遺
女
性
部
60
周
年
の
集
い
・
国
会
陳
情
（
東
京
都
内
）
一
泊

　

戦
没
者
遺
児
に
対
す
る
慰

藉
の
一
環
と
し
て
、
日
本
遺

族
会
が
政
府
の
委
託
及
び
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
（
遺
児
の
巡

拝
）」の
平
成
二
十
六
年
度
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
「
一
度
は
亡

き
父
の
戦
没
地
を
訪
れ
慰
霊

追
悼
を
し
た
い
」
と
の
戦
没

者
遺
児
の
願
い
を
受
け
て
平

成
三
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

事
業
で
、
事
業
開
始
か
ら
こ

れ
ま
で
に
全
国
の
遺
児
一
万

三
千
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
概
要
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
既
に
本
紙
一
一
八
七

号
（
四
月
号
）
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
よ
う
に
、
平
成
二

十
六
年
度
は
十
五
地
域
及
び

特
定
三
地
域
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
別
掲
五
地
域
に
つ

い
て
は
申
込
締
切
日
が
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希

望
の
方
は
早
め
に
岡
山
県
遺

族
連
盟
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
。

▼
地
域
及
び
時
期
等　

別
掲

の
計
画
概
要
参
照
。

▼
参
加
費　

九
万
円

①
集
合
場
所
ま
で
の
移
動
に

か
か
る
国
内
交
通
費
及
び
帰

国
時
の
宿
泊
費
、
渡
航
手
続

手
数
料
等
は
別
途
個
人
負

担
。
②
参
加
費
は
燃
料
費
・

為
替
レ
ー
ト
等
の
変
動
に
よ

り
値
上
げ
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
そ
の
他��

①
東
京
都
内
等
に
集
合
し
、

結
団
式
及
び
渡
航
に
か
か
る

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

②
参
加
す
る
地
域
に
お
け
る

班
の
決
定
は
日
本
遺
族
会
が

行
い
ま
す
。

③
実
施
地
域
や
実
施
時
期
等

は
、
相
手
国
及
び
交
通
機
関

等
の
事
情
に
よ
り
変
更
・
延

期
、
又
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了

承
願
い
ま
す
。

実　施　地　域
実　施　時　期 募集人員 申込締切

主　な　訪　問　予　定　地

西部ニューギニア
平成26年８月27日㈬〜９月５日㈮　　９泊10日 35人 平成26年７月12日
Ａ班＝ジャヤプラ（旧ホーランジャヤ）、ゲニム､ ビアク島
Ｂ班＝ハルマヘラ、マノクワリ

旧　ソ　連
平成26年９月１日㈪〜９月９日㈫　　８泊９日 40人 平成26年７月17日�
Ａ班＝ハバロフスク、コムソモリスク、ビロビジャン、イズベストコーワヤ
Ｂ班＝イルクーツク、チタ

マリアナ諸島
平成26年９月24日㈬〜９月30日㈫　　６泊７日 40人 平成26年８月９日
Ａ班＝グアム島、サイパン島　　Ｂ班＝サイパン島、テニアン島

東部ニューギニア
（１次）

平成26年10月４日㈯〜10月11日㈯　　７泊８日 40人 平成26年８月20日
Ａ班＝マダン、ウエワク、ボイキン、ブーツ
Ｂ班＝ポポンデッタ、ギルワ、ラエ、ウエワク

トラック・
パラオ諸島

平成26年10月11日㈯〜10月18日㈯　　７泊８日 40人 平成26年８月26日
春島、夏島、秋島、水曜島及び環礁内洋上慰霊　
パラオ本島、ペリリュー島及び環礁内洋上慰霊、メレヨン島（機上遥拝）

　
　
職
員
異
動

　

平
成
十
三
年
七
月
か
ら
遺
族
福
祉
会
館
担
当
、
そ

し
て
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
は
事
業
係
と
し
て
県

連
盟
事
務
局
に
勤
務
い
た
だ
い
て
い
る
藤
田
幸
子

氏
が
、
六
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
長
年
、
遺
族
会
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
藤
田
氏
の
後
任
と
し
て
、
七
月
か
ら
平
賀

優
子
氏
に
お
勤
め
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

岡
山
県
護
國
神
社
萬
燈
み
た
ま
祭

　「
献
灯
」の
ご
案
内

　

岡
山
県
護
國
神
社
は
、
毎
年
八
月
十
五
日
・
十
六
日

の
両
日
、
国
の
た
め
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
本
県
出
身

戦
没
者
五
万
六
千
七
百
余
柱
の
御
祭
神
を
お
慰
め
す
る

行
事
と
し
て
「
萬
燈
み
た
ま
祭
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

献
納
い
た
だ
い
た
萬
燈
の
「
み
あ
か
し
」
は
、
お
盆

の
期
間
中
、
毎
晩
社
頭
に
掲
揚
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

遺
族
、
崇
敬
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
方
か

ら
の
献
燈
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
萬
燈
み
た
ま
祭 

　

八
月
十
五
日
㈮
・
十
六
日
㈯

　

午
後
七
時
よ
り

　

＊
点
燈
は
十
四
日
㈭
の
日
没
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
堤
灯
献
燈
料

　

一
燈
に
つ
き　

二
，
〇
〇
〇
円�

▼
お
申
し
込
み
は�

　

〒
七
〇
三
︲
八
二
七
二　

岡
山
市
中
区
奥
市
三
︲
二
一

　
　
「
岡
山
県
護
國
神
社
」
ま
で

　
　

電　
　

話　

〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
七

　
　
フ
ァ
ッ
ク
ス　

〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
六

　

＊
郵
便
振
替
に
て
お
申
し
込
み
の
場
合
は

　
　

郵
便
振
替
番
号

　
　

岡
山　

〇
一
二
九
〇
︲
三
︲
三
〇
一
七

　
　
　

岡
山
県
護
國
神
社

　
　

�

（
通
信
欄
に
“
萬
燈
み
た
ま
祭
”
と
ご
記
入
下
さ

い
）

◎
奉
納
盆
踊
り

　

十
六
日
の
夕
刻
、
岡
山
市
連
合
婦
人
会
に
よ
る
奉
納

盆
踊
り
が
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
　

参
加
者
募
集
の
ご
案
内


